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三 

六
百
五
十
万
ト
ン
も
余
剰
米
を
抱
え
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
モ
チ
米
輸
入
に
つ
い
て
は
禁
止

す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
が
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
年
以
降
政
府
は
何
故
輸
入
を
行
つ
て
き
た

か
。 

一 

本
年
度
は
ま
た
モ
チ
米
の
不
足
か
ら
年
末
年
始
の
需
要
期
を
迎
え
、
モ
チ
米
価
格
の
異
常
な
高
騰
を
き
た 

し
、
消
費
者
段
階
で
の
価
格
は
、
六
十
キ
ロ
当
た
り
約
四
万
円
と
昨
年
の
二
倍
に
も
な
つ
た
と
い
わ
れ
て
い 

 

る
。 

二 

モ
チ
米
高
騰
価
格
引
き
下
げ
の
た
め
、
政
府
は
モ
チ
米
の
外
国
輸
入
を
行
お
う
と
し
て
い
る
と
聞
く
が
事
実

か
、
行
お
う
と
す
れ
ば
そ
の
数
量
、
価
格
（
ト
ン
当
た
り
）
及
び
輸
入
国
は
い
ず
こ
か
。 

政
府
は
こ
の
高
騰
価
格
引
き
下
げ
の
た
め
、
い
か
な
る
措
置
を
講
ず
る
の
か
。 
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高
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緊
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事
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に
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す
る
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問
主
意
書 
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四 

年
度
毎
の
総
輸
入
数
量
、
輸
入
国
別
数
量
及
び
そ
の
取
扱
い
商
社
（
輸
入
の
）
、
そ
れ
ぞ
れ
輸
入
を
必
要
と
し

た
理
由
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

四 

昭
和
五
十
五
年
度
末
に
お
い
て
、
モ
チ
米
価
格
安
定
策
に
つ
い
て
輸
入
を
行
わ
ず
に
そ
の
方
途
を
講
じ
得
ら

れ
る
か
。 

五 

モ
チ
米
の
国
内
需
給
と
価
格
安
定
の
た
め
に
は
、
モ
チ
米
調
整
保
管
制
度
を
確
立
し
、
農
業
団
体
に
必
要
な

助
成
措
置
を
講
じ
て
も
、
国
内
必
要
数
量
は
国
内
に
お
い
て
確
保
で
き
る
よ
う
対
策
を
樹
立
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 

六 

今
後
に
お
い
て
、
モ
チ
米
の
外
国
輸
入
の
失
敗
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
措
置
を
と
り
得
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


